
教科 テスト範囲 学習のポイント　 提出物

国語

教科書　P4０～51、５８～５９、６２～7１

「批判的に読む」とは、間の文化、四字熟

語、俳句の世界、俳句十句

スイッチ（本誌）P、22～32、34～47

漢字学習　P10～1７

・ワーク・ノートを見直し、提出課題を確

実に行いましょう。

・漢字を完璧に覚えられるように何度も

書いて練習しよう。

・ノート

・国語スイッチ

(本誌)P２～１９、22～

32、34～47

・学習漢字ノート

P、２～１７

テスト範囲と提出物の

範囲が違うので注意！！

(早出しＯＫ！)

数学

「展開と因数分解」「平方根」

（因数分解～根号を含む式の乗法、除法）

・教科書　P２１～５５

・３年オクラ　P１８～５５

平方根の計算の練習を繰り返ししてお

きましょう。(√の中を簡単にすること・

分母を有理化することは必ず)

展開と因数分解の練習を繰り返しして

おこう。

３年ワーク（早出しＯＫ、

期限後の提出・再提出

は認めない）

社会

【歴史】

・教科書　  P186　～　231

・トラスト３年　　１、２

・亀山市議会議員さんの授業について

○明治から大正、昭和の時代をつかん

でおこう。

〇世界大戦などの世界の国々で起こっ

た出来事や、日本の動きなど、しっかり

復習しておこう。　

○定期試験①と範囲が重なっている部

分もあります。よく復習しておこう。

・ノート

・トラスト

※提出方法は担当の先

生の指示に従うこと。

理科

・教科書P174～220

・積み上げ(プリント)⑧～⑫

・理科の自主学習(ワーク)P７４～97

・作図計算トレーニングP16～22

・ワーク、プリントを繰り返し解こう。

・計算問題をたくさん解いておこう。

・教科書の力試しの問題を解いておく

といいかもしれません。

・定規必要。（作図問題あり）

・授業ノート

・理科の自主学習ノート

※提出方法は担当の先

生の指示に従うこと。

英語

・教科書 P4～3１ (P29を除く）

・ワーク P2～３７ （P34を除く）

・リスニングは１回のみ流れます。

・Unit1＆２の本文の内容はでませんが、単

語や熟語などはでます。

・今回は共通テストではないですが、テ

ストは共通テストのような形になるの

で、１・２年生の復習もしてテストに臨

みましょう。

・今までの文法をワークを使って反復

練習をして、場面によって使い分けられ

るようにしましょう。

ノート

ワーク（赤ペンで答え合

わせをして提出するこ

と）

（早出し可能）

提出日は担当者の指示

に従うこと

保健体育

体育実技

　　・中部中ストレッチ

 　・体力テスト

 　・体育祭

保健分野

　・体の発育・発達

　・呼吸器・循環器の発達

　・生殖機能の成熟

（P４４～５１）

　　

  

・授業中に学んだことを重点的に復習

しておきましょう。

・教科書を活用して勉強すること。

・授業中に言われたことを思い出して

勉強すること。

なし

第３学年　第2回定期試験範囲表　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【裏面あり】



音楽

鑑賞曲より　教科書P1０～P15「花」　　　　　

鑑賞曲より　教科書P２０～P２２「早春譜」

教科書P９７「音楽の約束」より

合唱曲「夢の世界を」から

・教科書、鑑賞プリント、楽譜をよく見て

おきましょう。

・授業の中で学習したことを思いだして

おきましょう。

鑑賞プリント

美術

教科書

　　P2～4          阿修羅像　

　　P48～５２　　　ゲルニカ

　　Ｐ８３　　　　　　　石で作る　2 ⃣石の加工　

　　

　

資料集

　　P48～４９　　　人物を描く

・授業でやっていないところが出ます。

教科書を読んでおきましょう。

・印鑑を作る工程を知り、太字は覚えま

しょう。

・資料集は授業の復習です。確認して

おきましょう。

・実技もあります。鉛筆を準備しておく

ように。

なし

技術家庭

【技術】

教科書P１３２～１３６

・実習の安全な進め方を知ろう

・つくってみよう(電気）

・コロックルの製作

ハンドブックP２４～２５

・はんだづけ

【家庭】

・教科書P３８～４３

　幼児の体の発達

　幼児の心の発達

・ハンドノートＰ１４～１９

・授業内で配布したプリント

【技術】

・コロックル製作に関わる使用道具、製

作工程、使用部品について復習をして

おくこと。特にはんだづけを中心に作業

全般を思い返しておくこと。また使用し

た部品についても出題します。

【家庭】

・教科書、ハンドノートを見直しておこ

う。（特にハンドノートを中心に）

・幼児の体、心の発達順序を確認して

おこう。

【技術】

コロックルレポート

（未提出者）

【家庭】

なし


